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I ＇.！＂＜験材料並＝貨験方法

I 望者験成績

A IE.常家兎ノ胃部＝短時間透

射セル場合

1）劉J!(!1'l'.験

a）無虎置ノ場合

b）腹壁温熱適用ノ場合

2) 4ふ 11透射ノ場合

3) 6.5m透射ノ場合

4) Sm透射ノ場合

5）小括

B 自律府，，終切断並＝自律紳純

毒注射ノ場合

1) 迷走紳経切断家兎ノ場合

a) ！｛照1弘、験

b）透射ノ場合

2) 内臓紳終切断家兎ノ；場合

a) ;f.tJ！（｛貸験

b）透射ノ；場合

I 緒

注射ノ場合

a) Pilocarpin注射ノ場合

i) 3品川百貨験

ii）透射ト Pilocarpin注

身u場合
b) Atropin注射ノ場合

i) ~tJm資験

ii）透射ト Atropin注射

ノ場合

c) Ergotoxin注射ノ場合

i）封照賢験

ii）透射hErgotoxin注
射ノ場合

4）小指

c 正常家兎ノ間脳部品短時間
透射セル場合

lV 糖、括並＝考按

V結論

－＝・局

余ハ義ニ（第2報~IE ニ第3報）超鯨波ノ家兎1J、腸f及ピ胃運動ニ及ボス影響＝閥スル質験ニ於テ，

超短波腹部活射ハ！鼠及ピ胃運動ヲ抑制シ，然モ此ノ:JJililJIJハ超短波透射・ニヨリ迷走神経ノ緊張低

下ヲ惹起セJt.--i,'hナラント結論セリ。

今，迷走示111粧機能低ドヲ来セル如ク底置シテ胃液分泌ノj伏態ヲ検セル業績ヲ槻yレニ．清水，

横田，城野，山名， Bogendδrfer氏等ハ Atropinzヨリア胃酸分泌ヲ抑制スルヲ認メ，瀬尾，

佐藤，山名，赤木氏等ハ迷走神経切断ニヨリ胃液分泌機能ヲ著シク減弱スルヲ報ゼリ。

卸チ一般＝迷走紳経機能ヲ低下セシムレパ胃酸分泌ハ減弱サルJl-号ノノ：如シ。
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果シテ然リトスレパ，超短波胃部透射ハ開酸分泌ヲ抑制スペキヲ強想セラル。

超短波ト胃液分泌＝閥スル文献ヲ翻yレニ， Mahlo氏ハ超短波ヲ以テ胃潰蕩ノ治療ヲ行へFレ際

＝，胃液量ハ精加スレドモ胃液騨酸ノ分泌ハ減少スyレヲ認メ， Weissenberg, Schiitz氏等モ過酸

性胃炎＝舷用シテ好成績ヲ牧メ得タルヲ以テ酸分泌抑制作用アルヲ認メ， Schliephake氏モl'f

鮫過多ニ.Jf!i:；用シテ抜群／成績ヲ事ヂテ居リ．日野氏モ酸分掛抑制ヲ報ゼリ。

一方伊藤氏ハ低酸症，胃酸扶乏症＝肱用シテ酸度ノ著明ナ／レ上昇ヲ認、メ．叉慢性胃炎並＝十

二指腸潰務ノ疹痛ハ比較的容易＝消失セリト言フ。Groth氏ハ迷走栴11粧，交感神経ノ緊張充進

シ， 胃酸過多ヲ件ヘル胃及ピ十二指腸潰蕩患者ノ頭部ニ短波ヲ！区用シ， 胃痛ヲ消退セシメ．胃

酸度ヲ減少シ，且唆気， II時嚇ヲ消失セシメタリト報ゼリ a

文献ニヨレパ超短波ハ胃腸運動ヲ充進セシムト言フ報告多キモ，主主ニ（第2報並＝第3報）余ガ

報告セシ如ク，超短波ハ小腸及ビ胃運動ヲ抑制シ，然モ之ガ迷走神経緊張低下ノ矯悲起セラル

ルモノトスレパ，胃液分泌＝針シテモ抑JI日l的＝作用スルモノノ如ク推測サル内サレパ余ハ腹壁

温熱油用ノ；場合ノ胃液分泌ノ航態ト．超短波透射ノ揚合ノ夫レトヲ比較シ，又自律神経切断或

ハ自律紳粧毒注射等ニヨリ超儒波ト自律神経系ノ闘係ニ就テ研索シ，以テ胃液ノ揚合＝於テモ

迷走示11経緊張低下カ。参輿セルモノナリヤヲ窺知セン l、試ミタりの

II 賓験材料並＝方法

寅験動物ニハ2Kg内外ノ健康ナル雄性白色家兎ヲ使用シ，胃粘膜ヲ損傷セザル様注意シツツ

｛縦置蒸溜水ニテ充分胃洗瀧ヲ行ヒ，翌朝マデ放置シテ寅験＝供セリ。翌朝マデ放置スル事ニヨ

リテ洗瀧セザル家兎ノ胃液ト略同様トナレノレヲ碓メタリ。

胃液検査賞施ニ首リテハ採取胃液ノi慮液l.Occヲ取リ，蒸館lkヲ以テlOcc トナシ，遊離盤酸

度測定ニハ0.5%Dimethylamidoazobenwl-alkohol i容液1滴ヲ加へテ赤色トナシ，是ガ樫黄色ヲ

呈スルマデ，叉綿酸度測定ェハ設液＝ 1.0% Phenolphtalein-alkohol溶液ヲ滴下シ，共ノ檀黄色

ガ淡紅色ヲ是スル迄］土苛性曹達ヲ滴下シ，使用シタル苛性曹達ノi姥数ニヨリ，臨林上常＝採25 
用セル胃液10詫＝就キ土~苛性曹建液ヲ以テ測定セ Ji.- ；場合＝換算シテ記載セリ。

10 
超短波護仮装置，電極，皮局電極板間距離等綿テ第1報所載ト同様ナリ。

活射時間ハ10分間，其ノ他詳細ニ渡リ テハ首該欄＝於テ記載ス可シ。測定値ノ批判ハ5匹卒

均値ヲ以テスyレ事 トス。表及ピ，，，計三於ケル M ハ最（cc），ドハ遊離臨酸度， Gハ綿酸度ナリ 。

III 寅験成績

A 正常家兎J胃部z短時間透射セ，...場合

1）封照賓験

a) 無慮置J；場合

貸駿方法

前日午後関洗糠セル家兎ヨリ Nelaton氏カテーテル寸ヲ以テ前液ヲ出来fレダケ採取シ．毛穴＝
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生理的食瞳水ヲ試験食トシテ 20cc注入シ，而シテ注入後30分間， 1時間， 2時間後ニ分劃的＝

胃液ヲ採取シテ検査セリ（以下各貫験綿テ之ニ準ズ）。

費験成績

成積第1表，第1岡＝示ス如シ。

量＝就テ翻yレ＝．試験食投興後30分間＝於テ最モ多ク，次ニ漸失減少シテ1時間， 2時間ニハノ

試験食投輿前ヨリ減少セルヲ観Fレ。

遊離堕酸＝就テ観yレ＇＂＇－， 30分間＝於テ前ヨリ梢々減少セルモ， 1時閉そ於テハ前ト略同様ト

ナリ，更ニ2時間＝於テハ30分間ヨリ梢々減少セリ。

棉酸度ニ就テ翻Yレニ， 30分間＝於テ少シク減少シ， 1 時間ニ於テハ30分間ヨリ 1・~j々増加シ，

更ニ2時間＝於テハ30分間ヨリ減少セルヲ翻yレ。

第 1表封照（無虎置ノ；場合）

＼、 ｜試験食｜投奥後｜ タ ｜ タ。γ＼｜投奥前 I30分 I1時間 I2時間
M 8 10 6 6 
F 84.4 62.4 88.4 60.4 
G 116.8 86.0 100.8 73.6 

M 6 8 8 5 
F 60.4 65.6 64.4 61.2 
G 88.4 92.4 89.2 85.2 

-M 5 7 6 υ ，， 

F 74.4 53.6 68.4 45.6 
G 124.4 84.8 88.4’ 69.6 

M 8 rn 6 5 
F 79.2 74.0 79.2 . 69.6 
G 110.4 90.8 94.4 83.6 

M 10 13 8 5 
F 99.2 81.6 92.4 65.6 
G 111.2 98.4 106.0 78.8 

10.2 6.8 5.2 
F 79.5 67.4 78.5 60.4 

90.4 95.7 78.1 

第 1 園

芸訪問（無慮置ノ場合）
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b) 腹壁温熱遁用J場合

超短波ノ生物事的作用ノ本態＝闘シテハ種々論議アリテ向一定セズ。或ハ翠ナル熱作用ナリ J

ト言ヒ，或ハ特殊作用ナリト言フ。今之ガ一端ヲ窺ハントシテ腹壁ニ単ナル温熱ヲ趨用シテ胃

液分泌ニ及ボス影響ヲ検索セントス。勿論，超短波透射＝ヨル温度上昇ト腹壁ヨリ加ヘグル祖

熱エヨル温度上昇トハ， ソノ l：昇機帥ニ於テ之ヲ全ク同一副シ得ザルモノアレドモ針mtトシテ

1 7フ事トセリ。

賓験方法

余ハ轟＝（第1報）超短波透射zヨル家兎腹腔内温度上昇度ヲ電気検温器ヲ以テ測定的 4.5m

最モ高ク， 10分間透射＝於テハ最高上昇1.10°Cナルヲ報告セリ。故ニ詰電気検温器ノ Element

ガ外套針ニ掩ハレタル偉ヲ腹壁TI:~~＇線ヨリ梢々左側デ胃大智＝近ク，腹膜下約 2cm. ノ腹腔内
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＝挿入シ，腹壁ヨリ電熱！照射ヲ以テ温熱ヲカ日へ， ~t ノ際i 約10分内外＝シテ腹酔内視度ガ超短

波10分間透射ニヨル温度 k昇トIi俗同程度ニ上昇スル如ク電熱ヲ加減セリ。腹壁ハ熱ノ深建皮ヲ

大ニスル鴻＝生工lf1的食撒水ヲ浸セル薄キLガーゼつヲ以テ滋i問ニナセリ。

賓験成績

成績第2表，第2刷＝示ス如シn

荒＝於テハ30分1111：.最モ増加シ， 1時間ニ於テハ前ヨリ枯々高官［ヲ示シ， 2時間＝於テハ前液

ヨリf底値ヲ示セリ。

遊離臨酸＝就テハ， 30分！HJ：＝－於テ可成＝減少シ， 1時間ニ於テハ柏々榊加セルモ前ヨリ透カ

ニ低ク， 2時間＝於テハ30分ヨリ更＝和々減少セルヲ槻ノレ。

線開者度ニ就テハ遊離臨酸ノ場合ト略同様ナル明減ヲ示セYレヲ槻ル。

第2表 ~t照（腹壁温熱適用ノ場合）

＼ ｜試験食｜投奥後｜ ク ｜ ク
19U ＇、J投奥前 I30分 I1時間 I2時間

M 8 10 7 5 
I•、 82.4 61.2 72.8 68.4 
G 116.8 81.6 102.4 92.4 

M 5 !) 8 8 
F 91.2 65.2 69.2 72.4 
G 118.0 93.2 1 6.0 96.4 

M Ii 7 6 日
F 74.4 53.6 60.4 45.6 
G 124.4 84.8 88.4 69.6 

M 6 8 8 げ" 

F 65.6 60.4 51.2 56.8 
G 92.4 88.4 80.4 90.0 

M 8 11 7 6 
F 79.2 51.2 53.6 48.8 
G 110.4 83.2 90.4 80.8 

M 6.4 9.0 7.2 5.8 
F 7自5 58.3 63.4 58.4 
G 112.4 76.2 93.5 85.8 

第 2 岡

封照（腹壁温熱適用ノ場合）
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2) 4.Sm透射J；場合

費験方法

試験食投興後直チ＝波長4.5m ヲ以テ胃部左右ヨリ 10分間透射的試験食注入後30分間， 1時

間， 2時間＝円液ヲ探取シテ検セリ。

費験成績

成結~~3衣， ~rn加｜ニ示セル~fl シ。

•fit ニ就テ制ルペ試験食注入後30分ftlJ ：＝－於テ足モ多ク＇ 1時間， 2時間ニ於テハ漸次減少セル

ヲ翻1レ。 、
遊離堕惜ニ就テイ＇｛!JIJレニ.30分間＝於テハ前ヨリ急激＝著シク減少、シ， 1時間ニ於テハ30分間

ヨリ有j々 増加セル傾向アルモ， 2時間ニ於テハ30分間ヨリ吏ニ減少セルヲ槻ルn
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綿酸度ニ於テモ遊離盤酸ノ如ク， 30分間＝於テ甚シク減少シ， 1時間＝於テ30分間ヨリ梢々

増加シ， 2時間＝於テハ更~i時間ヨリ柏々減少セリ o IWチ遊離盤酸ト略卒行シテ増減セ？。

＼布v

表菅
野一＼

涼一食前

E一段奥

M rn 
F 100.4 
G 114:4 

M 12 
I•、 128.0

G ・148.4 

M 8 
F 104.8 
G 128.4 

M 7 
F 96.4 
G 118.4 

M 11 
F 72.8 
l G 100.4 

M 10.2 
F 100.4 
G 122.0 

身寸｜lJ

透一棋院－r
部一興句
胃一投3
兎一い十1

14 
55.2 
71.6 

16 
36.8 
53.2 

10 
58.0 
84.8 

15 
H5.2 
68.8 

18 
:rn.8 
68.4 

14.6 
44.4 
69.:l 

5－開
4ウ時

15 
62.0 
78.4 

9 
26.4 
60.4 

9 
()2.0 
82.4 

10 
41.6 
69.6 

14 
38.8 
79.6 

11.4 

ノ－11111

浩一タ酬
軍事m・0ρ

9 
;)5.6 
67.2 

7 
20.4 
55".2 

11 
77.2 
96.8 

6 
:W.4 
58.4 

8 
25.2 
76.8 

8.2 

74.0 70.8 

第3岡正常家兎胃部透射
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3) 6.5m透射J；場合

，成績第4表＝示スガ如シ。

帥チ量，遊離控酸並＝綿限度ニ於テ何レモ前記4.5m ノ場合ト略同様ナル士官減ヲ示セリ。

4) Sm透射J；場合

成績第5表ニ示スガ如シ。

11lJJチ量，遊離盟酸並＝綿酸度ニ於テ4.5m或ハ6.5m トPl各同様ナル増減ヲ示セリ。

第4表正常家兎胃部透射（6.5mノ場合） 第S表正常家兎胃部透射（8mノ場合）

l試験食｜宅君子 1 タ ｜ ク
イ同j 投奥前 1時間 2時間

点＼｜試験食｜棚後｜ タ ｜ク
投奥前 日O分 1時間 2時間

M 8 12 11 !l M 5 10 8 6 
F 86.4 45.2 42.4 86.4 F 72.4 85.6 28.4 16.4 
G 104.8 '71.2 76.4 70.4 G 126.8 56.4 50.4 32.4 

M 10 15 12 8 M 7 rn 11 8 
F 74.0 ::5.2 38.6 80.8 F 63.2 25.6 36.8 30.4 
G 98.4 68.4 70.0 68.8 G 110.4 72.4 83.6 80.4 

M 8 12 9 4 M 11 18 12 9 
:F 96.4 41.2 56.4 日1.2 F 86.4 58.2 52.8 41.2 
G 1:12.4 99.2 102.4 91.6 G 106.8 80.4 76.4 68.8 

M 5 1.5 12 8 M 8 11 9 10 
F 108.8 50.8 52.8 36.8 F 64.8 40.4 il8.8 30.4 
G '125.2 88.4 91.2 72.4 G 84.4 63.2 64.4 58.8 

M 9 ](l 13 。 M 5 8 自 7 
F 110.4 。0.8 58.4 40.8 F 112.4 61.2 68.4 60.8 
G 128.4 98.2 95.2 81.2 G 1:14.4 110.0 98.8 87.2 

11.4 7.0 M 7.2 12.0 9.6 8.0 
49.7 :15.2 F '79.8 44.2 45.0 35.8 

G 117.8 85.0 87.0 76.8 (; 112.5 76.4 7.4.7 65.5 
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5）小括

正常家兎ノ胃部＝超短波ヲ10分間透射シテ胃液分泌ノ鑓化ヲ検シ，之ト制限タル非透射並＝

腹壁温熱適用ノ揚合トヲ比較シタルニ，先ヅ量＝就テハ非透射ノ場合ヨリモ腹壁溜熱趨用ノ場

合ハ和々増量ノ傾向ヲ示内超短波透射ノ揚合ハ之ヨリ著シク増J；：ノ傾向ヲ示セリ。波長ニヨ

リテハ大差ヲ認、メーザリキ。

遊離婚酸＝於テハ超短波透射ノ場合ハ他ノ非透射並ニ温熱適用ノ揚合＝上l:;v，進ニ強ク減少

シ，温熱趨用ノ揚合ハ非透射ノ；場合ニ比・ン柏々減少セルヲ翻タリ。

総酸度ニ於テモ略遊・離盤酸ト同様ノ閥係ヲ示シ，超短波透射ノ；場合ハ針！！官二比シテ甚シク減

少シ，腹壁温熱適用ノ；揚合ハ非透射ノ場合ニ比シ梢々減少セYレヲ翻ル。

遊離盟酸並ニ綿酸度ニ於テ之ヲ波長＝ヨリテ翻Fレニ，一般ニ波長ノ短キ程酸分協抑i!JIJハ柏々

強キガ主nシ。

B 自律神経切断並＝自律神経毒注射J：場合

1) 迷走神経切断J；場合

費験方法

迷走神経切断法ハ第2報ト全ク同桟＝シテ，切断後5-'-7日シテ寅験＝供セリ。共ノ他ハ疋常

家兎＝於ケルト全ク同様ナリ。

a）封照賓験

成績第6表，第41向lニ示ス如シ。

量ニ就テ観ルニ， 30分間ニ於テハ前ヨリ士骨量シ， 1時間＝於テハ前ヨリ和々減少シ， 2時間ニ

於テハ更：：：1時間ヨリ減少セリ。

遊離強酸ニ於テ市l液ガ甚ダ低値ヲ示スハ迷走神経切断・ニ山 Yレモノナル可シ。而シテ30分間ニ

於テハ前ヨリ1='{］々 減少シ， 1時間ニ於テハ前ヨリ初々増加シ，更ニ2時間ェ於テハ30分間ヨリ布Ji

々減少セリ。

組酸度＝於テモ， f1lii夜ハ正常家兎ノ揚合＝比九著シク低値ヲ示シ， 30分間＝於テハ前ヨ H

減少シ， 1時間ニ於テハ前ヨリ柏々増加シ， 2時間ニ於テハ減少シテ30分間ヨリWI々 低値ヲ示セ

リ。

b）透射 J場合

成績第7表，第5岡＝示スガ如シ。

量＝就テハ， 30分間＝於テ前ヨリ増量シ＇ 1時間， 2時間＝於テハ漸次減少セルヲ翻ル内遊離

臨酸ニ就テハ，前波ニ於ケル酸度ハ疋常家兎ニ比シ著シク低値ヲ示シ， 30分間＝於テハ前ヨリ

柏々 減少、セルモ， 1時間ニ於テハ更ニ自Iiノ値ヨリ初々増加シ＇ 2時間ニ於テハ30分間ヨリ初々減

少セルヲ翻ル。綿酸度ニ就テモ，古ii液ハ五常家兎ノ揚合ニ比シ著シク低減セルヲ認、メ， 30分間

＝於テハ高Iiヨリ減少シ， 1時間＝於テハ30分間ヨリ増加セルモ前ヨリ紛々低ク， 2時間ニ於テハ
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更＝減少シテ30分間ヨリ柏々低値トナレリ。

之等ノ：量，遊離e.酸及ピ綿酸度ヲ封！！Hニ比較スFレニ，何レモ大差ハ認メラレズ。印チ迷走神
経切断家兎＝於テハ超短波透射ハ「j液分泌＝針シ大ナル影響ハ認メラレズ。

第6表迷走神経切断家兎ノ場合（罫rnfn 合事 4 岡

ト｜開高バ投S奥O分後 I 1時9間 I 2時ク間
迷走利I紐切断家兎ノ場合
（ます照）

IO 8 。 .~~ .. 
56.4 57.2 50.4 

130 
G 71.6 ¥'.J5.2 94.0 82.8 

’，. 17 8 5 
2 F :J8.8 30.8 45.2 ::18.4 

』IU

G 78.4 58.4 78.4 72.4 2岨｝』2。
8 7 5 

~ 1--. 3 F 49.2 45.8 47.2 42.R 
G 98.4 81.2 90.4 76.8 

" .司、ー－一－－・ ' 、、、も

'" M !l 12 7 り" 

曲扮 10「〈－ノ＼JマA ～＼F 62.4 68.8 62.R 
G 98.2 88.4 99.2 78.4 

12 7 5 
..，一’、、、、、

:l0.8 ::¥6.8 26.4 " 
、、
、．”

(; 72 .. 8 65.2 70.4 62.4 2。
M 8.2 11.8 7.4 5.2 
F 47.5 45.2 51.0 44.l 
G 83.8 77.6 86.4 74.5 ~＂ '" h削

へー t ~＼1

第7表迷走市，，綾切断家兎ノ；場合 第 5 岡
（超短波透射ノ場合） 迷走神経切断家兎ノ場合

ィト｜護費高｜幣［ 1n；問 I2n；也 （超短波透射ノ；場合）

.. ll 

8 5 6 E・0
1 F 49.6 36.8 40.4 86.4 IぷB

(; 80.0 57.6 63.2 63.6 120 

M 9 11 8 5 110 

F 42.8 38.4 48.8 35.6 
2聞 2・G 85.6 78.8 85.6 70.4 

M r, 7 6 
90 

‘、7 曲‘h、、／’，A‘＼ F 48.8 48.4 56.4 36.4 " ＇・－一＿／’、＼、(; 98.4 82.4 99.2 69.2 ＂、、＂

M 4 7 5 ::¥ 曲
F 乃1.2 42 8 48.4 40.8 

79.6 66.4 :r.rぐごFM 8 11 7 7 
F 88.8 32.4 4fi.6 88.4 
・c 82.4 75.2 95.2 83.2 20 

6.2 5.6 
、IO

I句 F 46.2 39.7 47.9 日7.5 耐 輸、介 厄I百一寸ii冒
<; 87.2 I 72.5 84.5 70.5 

2) 内臓神経切断家兎J場合

費験方法

内臓利l経切断法ハ第2報＝於ケyレト金ク同様ニシテ，語，，，経切断後5-7EIニシテ賞験ニ供セリ。

共ノ他ハ.IE常家兎＝於ケルト全ク同様ナリ。
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a）封照費駿

成都i第8表，第6岡＝示ス如シ。

長：－＝就テ翻yレ＝， 30分間ニ於テハj;J¥iif主ヨリ可成増加シタルモ1時間＝於テハ前ヨリ押j々 減少

シ， 2時間＝於テハ更＝減少セルヲflj!}[_,. 0 

遊離臨酸二就テ観ル＝.f1iiifllハ疋常家兎＝於ケルヨリ進ニ高値ヲ示シ. 30分間＝於テハ前ヨ

リ更＝柏k増加シ.1時間ニ於テハ30分間ヨリ更ニ増加lシ. 2時間＝於テハ30分間ヨリ柏々減少

セルモ向前液ヨリ高値ヲ示セリ。 ， 
棉酸J主＝於テハ遊離臨酸ト問機 ＝， f!¥j液ノff[Iハ1E常家兎＝於ケルヨリ遥ニ高値ヲ示シ， 30分． 
問， 1時間＝漸毛穴梢々増加シ， 2時間l＝於テハ1時間ヨリ押Jk減少セリ。

第8表内臓神経切断家兎ノ；場合（釣照）

＼ ｜試験食｜投奥後｜ ク 1 タ
例 ＼＼｜投奥前 I30分 II時間 I2時間

M 11 15 rn 10 
F 128.4 rn1.2 142.4 130.4 
G 146.4 152.4 160.8 150.8 

M 14 17 11 8 
f vn.2 1::14.4 158.4 rn2.4 
G 149.2 152.8 161.2 152.0 

『

8 M 18 17 12 
F 125.2 132.4 l?.6.4 129.2 
G 144.8 158.8 160.8 145.2 

M 9 12 7 5 
F 92.8 108.4 119.2 98.4 
G 130.4 142.4 151.2 132.8 

M 10 12 8 日
F 102.0 118.4 122.4 111.2 
G 121.2 138.4 143.2 136.4 

M 12.4 14.6 10.2 7.8 
F 115.9 124.9 U¥5.8 120.R 
G 138.2 148.4. 155.2 143.岳

b）謹射 J場合

官事 6 岡
内臓事11経切断書反兎ノ場合（主＇.！ ・mo

住 Sも
1田

~II 三人；；；：
110 

1001 I拍

90 

回

、
、
、、
、、

‘、／
 

S

J

 

ぬ

曲

嗣 '°" ...関 空・b陶

成績第9表，第7嗣＝示スガ如シ。

社＝就テ翻ルニ. 30分間ニ於テハ前ヨリ増加シ， 1時間＝於テハ減少シタルモ前ヨリ有j々 多

ク， 2時間ニ於テハ更＝減少シテ前ヨリ低値ヲ示セリ。

遊離型酸＝就テ翻Fレニ，前液ハ正常家兎ノ前液ニ比シテ甚ダシク高値ヲ示シ， 30分間＝於テ

ハ前ヨリ可成ノ減少ヲ翻，更＝l時間＝於テハ却分間ヨリ初々高fitJ.ヲ示セルモ，却時間ニ於テハ

30分間ヨリ倫低値ヲ示セリハ

綿酸度z於テハ盟酸ノ；場合ト同様＝．古ii液ハit:シク高値ニシテ， 30分間， 1時間， 2時間共臨
I'" 

酸ト略卒行シテ増減セリ。

之等ヲ針l照＝比較シテ槻ル＝.量＝就ラトハ著明ナyレ差異ヲ認、メ剣tキモ，遊離盟酸及ピ車li1酸度

＝於テハ透射ノ揚合ハ劉J!Hニ比シテ遁カニ減少セルヲ翻fレ。郎チ内臓利1粧切断家兎＝於テハ超

短波ハ著明ナル抑制作rnアルヲ認メグリ《



鋭

ー 官事 7 関
内臓前11綾切断家兎ノ；場合
（超短波透射ノJ場合）

！ 

2 号事巻17 第

M G 8 9 。
F 103.2 108.0 113.2 P3.G 
G 144.4 131.G 132.4 113.6 

M 8 10 ” I 。
F !l9.2 97.2 101.2 fll.2 
c rns.4 125.2 1::19.2 101.G 
M 10 12 9 8 
F 112.4 80.4 !ll.2 70 .. 2 
G 142.0 91.2 102.4 90.0 

M 8 13 8 。
F 126.4 92.8 101.2 82.4 
G rns.4 118.4 128.4 108.S・ 

M 7 11 8 7 
F 125.2 98.8 110.8 !l0.8 
G 148.4 110.4 1::17.2 108.4 

M 7.8 10.8 8.2 6.C. 
F 109.~ 95.4 103.1) 85.6 
G 142. ~l 115.4 127.9 104.5 

ク

2時間

函

第9表内臓前11緩切断＊兎ノ；場合
（超短波透射ノ；場合）

比＂I護費高l鳴子I1~問

事Z科外本日454 

超短波透射ト自律神経毒注射J；場合

a) Pilocarpin注射J；場合

i）劃照賓験

賓験方法

正常家兎ニ於ケル.J1r験ト同様ニ前波探i以後，試験食トシテ生理的食盟Jk20cc.注入シ，而シ
テ直チ＝家兎関車毎Jif;0.5!11宮ノ！盟酸 Pilocarpinヲヰ静脈内＝柁射シ，試験食投興後， 30分間，
1時間， 2時間＝叶液ヲ採取シテ検セリ。

賓験成

成績uno1も :U~8J1;;4 .＝.示スガ如ク， m：＝；坑テ視ル .＝.，

包的関
t・b・－却。．． 

3) 

績

30分間ニ於テハ自~Ii·夜ヨリ著シク増量シ，

第 8 闘
しピロカルピン1注射ノ場合

（針照）

，－－－・ー崎、、
／’＼  . . ／司、
， 、一J 、、G

狐｝

／／「ーへ＼

30舟 叩’岡2時間帥

•L 

Ill 

liO. 

JI:. 

''" 

IOI》

90 

80 

日）

‘。
., 
割》

10 

110 

。
－
淘
＝

8
4
2
β
ρ
ρ
4
ρ
A
2
n
A
ρ
n
n
J
4

R
F
白明＝

7

7

3

日

8
2
7
2
9
6
7
1
6
6
3

MH

－a
暗＝

8

2

7

9

6

9

8

0

7

0

7

0

窓

－
創
＝

1

1

1

1

2
副
司
引
制
刈
引
制
刈
引
制

射
一

1
一一

百
一
川
ゴ
－
8

6

2

4

8

0

2

S

2

2

2

2

0

ン

－間
分
一
8
0
9
5
1
8
2
2
2
2
9
4
4
1
5
4
6
0

－4Z
白
u
一一

官
且

Q
d
O血

τ
a

。00
U
T
A

何’
nv
胃
止

Q
d
o
a

，aQ
り’A
T

A

QH
T
A

ヒ
－
嗣
ヘ

2
士

1

1

1

1

1

1

レ
－
1
4

＝

J
J

一
食
前
一

4

8

4

8

4

2

4

2

2

4

5

5

8

ロ
－

1
l
一
8

7

5

8

9

P

H

丹

5
7
5
8
6
8
2

J

一
験
奥
一
一

日
日

7

9

0

8

R

口

7

9

7

m

一
試
投
一
M
F
G
M
F
G
M
F
G
M
F
G
M
F
G
M
F
G

、－一

，EE4
1

，、

，114
2
1

、，
t
B
4
B
E
t

，atd
B
l
t

，114
1
t
E

、，．，《
．．
 
‘
 

＼

一

一

1

2

3

4

5

－L
3

＼

4
一

・・

4

H

1

f

＼

布
v
－一

，

第10表
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1時間＝於テハ30分間ヨリ減少セルモ向指！被ヨリ多ク， 2時間＝於テハ更ニ減少シテ前液ト略同

様エナレルヲ観yレ。

避難堕酸度ニ就テ翻yレニ. 30分間＝於テ著シク；増加ヲ示シ， I時fill－＝＝－於テハ30分間ヨリ梢々

高値ヲ示セルモ， 2時間＝於テハ更＝減少シテ自li液ヨリ初々低値ヲ示セリ。

綿酸度ニ於テハ遊離瞳酸度トPl存平行シテ増減セルヲ概ル。

之等ヲ Piiocarpinヲ注射セザル揚合（第1表，第1岡）＝比較スル＝． 量＝於テモ叉遊離臨酸並

＝綿酸度＝於テモ注射ノ揚合ハ著シク増加セルヲ認ム。

ii) 透射ト Pilocarpin注射J；場合

費験方法

生理的食！鶴JJ¥.20cc.ヲ河内ニ注入シ，車チ＝盟酸 Pilocarpin家兎髄Ht：持砥0.5mgタ耳静脈内

＝注射，同時＝－ 4.5 m ヲ以テ間部左右ヨ リ10分間透射シ，試験食投興後30分間， 1時間， 2時間

＝採取シテ検セリ。 ・’ .

賓験成績

成績UHl表，第9凶ニ示スガ如シハ

量＝就テ~克Jレェ. 30分間ノ量ハni1i佼ノソレヨリ著シク冷加シ， 1時間ニ於テハ30分間ヨリ梢

k減少シ， 2時1m＂＇＂於テハ更＝減少セ Yレモ向白if液ヨリ高値ヲ示セリ。
遊離盤酸ニ於テハ， 30分間ノ値ハ商i液ヨリ遁カ＝減少シ， 1時間＝於テハ30分間ヨリ梢々増

加セルモ， 2時間f二於テハ30分間ヨリp吏＝減少セルヲ翻ル。

綿酸度＝於テハ遊離盤酸ト略平行シテ増減セルヲ観ル。之等ヲ針！照ト比較シテ観yレェ，量＝

於テハ大ナyレ差異ヲ認、メ難ケレドモ，遊離臨酸及ビ総酸度ニ於テハ針J!(iェ比シ著シク減少セル

ヲ員意メタリ。

第II表透射争LピロカPレピン守注射ノ；場合 第 9 岡

例＼＼｜｜試投奥験食前 I投3奥0分後｜｜ 1時間 ｜ ｜ 2時間 主霊身fI‘Lピロカルピン E

注射ノ場合

M 8 12 7 5 枇崎
F 84.8 65.2 72.8 62.4 
G 118.4 88.4 98.4 82.8 i曲 油、＼、
M 6 12 8 6 叩

＼、、~－ ~戸，，－、、札、、、
F司 79.6 62.4 70.8 60.4 、、G
G 101.2 88.4 96.8 85.6 回

崎、子~.，M 12 19 15 11 70 

F 98.4 89.6 92.4 88.4 
曲

G 115.2 102.4 108.8 99.2 

M 5 18 12 9 
抽 10 ， ， ＼ 、， 、、、

F 喧5.2 60.4 62.8 6L6 •• ， ， 、、
G 81.6 72.4 78.4 75.2 ' 

、、4
30 

M. 5 13 10 8 
F 75.2 70.4 74.0 65.6 四

G 101.2 92.8 98.8 90.0 10 

M 7.2 14.8 10.4 7.8 
F 80.6 69.6 74.5 67.6 曲 :J（）分

＂~＂” E面IH「lG 103.5 88.8 96.2 86.5 
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b) Atropin注射J場合

i）劃照責験

賓験方法

前日胃洗樵セル.IE常家兎ノ胃液ヲ採取シテ前液トシ，毛穴ニ間内＝生理的食盟水20cc.注入シ，

直チェ硫酸 Atropin家兎瞳！lt毎庖0.05mgヲ耳静脈内ニ注射シ，試験食注入後30分間， 1時間，

2時間＝採取シテ検セリ。

貸験成績

成績第12表，第10閥ェ示セル如シ。

量＝就テ翻ルニ， 30分間ニ於テ前ヨリ柏々士11加セルモ1時間エ於テハ前ヨリ初々著シク減少

シ， 2時間＝於テハ更ニ減少セルヲ概IL-。

遊離盤酸ニ於テハ， 30分間ノ他ハ自Iiヨリ材j々 著シク減少シ， 1時！日11＝於テ30分間ヨリH'i々 榊

加セルモ2時間ニ於テハ30分間ヨリ更＝減少セルヲ翻ル。

綿酸l史＝就テハ30分間， I時間， 2時間共，遊離盤酸ト略平行シテ増減セルヲ観JI.-n 
之等ヲ Atropinヲ注射セザル揚合（第1表，第1附）ニ比較スルェ，量ニ於テモ叉遊離臨酸並＝

綿酸！主＝於テモ，注射ノ揚合ハ著シク減少セルヲ認、ム。

第12表 Lアトロピ♂注射ノ場合

CtJ-mo 

ト i護費高｜宅君子I1＊問 I2＊問
M 7 8. 4 4 
F 72.4 52.8 60.4 50.4 
G 98.2 76.4 83.2 70.8 

M 10 8 9 6 
F 78.8 65.2 70.8 60.8 
G 103.2 92.4 93.6 81.2 

M 12 15 8 6 
F 62.4 50.4 51.2 43.2 
G 95.2 82.4 80.8 75.2 

M 8 8 6 4 
F 94.0 72.4 68.8 6~.2 
G 118.4 92.8 90.4 8 .4 

M 9 8 6 4 
F 85.2 54.4 56.8 48.8 
G 121.6 95.2 96.0 86.4 

M 9.2 9.4 6.6 4.8 
F 78.5 59.0 61.6 53.G 
G 107.3 87.8 88.8 80.0 

第 10 廊

Lアトロピン寸注射ノ場合

（鈴照）

担＇ I’E 
110 ‘、、、、、

‘ 

l加

明 ＼ 
、』ーー－－~－－－

~I：：~ベ：
:f t. 、、、、、、、、、、．問
20 

10 

輔 泊。 11¥"IJ 1時間

ii）謹射ト Atropin.注射J場合

賓験方法

試験食注入直後硫酸 Atrqpin家兎鴨JIU手砥0.05mgヲ；4池袋脈内＝注射，同時ニ4.5mア以テ

1'1部左右ヨリ10分間透射シ，試験食注入後30分間， 1時間， 2時間＝採取シテ検セリ。

賓験成績

成樹第13表， 11n1刷＝示ス如シ。
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量ニ就テ観ルェ， 30分間ノ；量ハ前 ヨリ梢々増加セルモ1時間ニ於テハ前ヨリ著シク減少シ.2、

時間＝於テハ1時間ト同様ナルヲ翻ル。

遊離堕酸＝於テハ30分間ノ値ハ白ifヨリ甚ダシク減少シ， 2時1rn＝－於テハ30分！日］ト大差ナク＇ 2 

時間J＝－於テモ30分間ヨリ l~i ＝－減少セルヲ視ル。

綿酸度＝於テハ30分間ノ値ハ前ヨリ甚シク低値ヲ示シ， 1時間＝於テハ30分間ヨリm々 高値
ヲ示セルモ大差ナク.2時間ニ於テハ1時間ヨリ梢々減少セルモ30分間ト大差ヲ認、メズ。

之等ヲ針！！Hl、比較スル＂＂＇.先ヅ量＝就テ翻 Fレ＝透射ノ；揚合ハ2時間＝於テ制限ニ比シ梢々減

少度少ナキノミ＝テ大差ヲ記、メズ。

遊離盤酸及ピ綿酸度ニ於テハ童：J-!!¥l＝－比シテ共ノ減少ハ』ミナルヲ記、メラル。印チ Atropin翠調

使用ノ場合ヨリモ之＝超短波ヲ併用スル揚合ニ於テ胃酸分泌抑制ハヨリ強度ナルヲ知ル。

第IS表透射トLアトロピン寸注射／；場合

介＼｜芸賞富｜想判 I~問 I 2~問
M 10 
F 82.8 
G 108.4 

M 12 
F !l2.4 
G 121.2 

M 6 
F 98.4 
G 123.2 

M 8 
F 72.4 
G 102.0 

M 7 
F 82.4. 
G 126.4 

M 8.6 
F 85.6 
G 116.2 

8 6 6 
42.4 46.4 40.8 
68.4 72.8 70.4 

8 5 5 
41.2 40.8 40.4 
62.4 60.4 60.4 

!l 8 8 
32.8 30.8 30.0 
72.4 73.2 72.0 

10 5 5 
30.8 32.8 28.8 
65.2 68.8 63.2 

9 6 6 
32.8 35.2 30.8 
88.4 90.4 88.0 

8.8 6.0 6.0 
36.0 37.2 34.1 
71.3 73.1 70.8 

d) E明。toxin注射J；場合

i）劃照賓験

賓験方法

第 11 岡

透射トLアトロピ；..－，注射ノ；場合

，，誕’E
｝却

E四

』10

l叩

明

朋
I~ 

70 

同

団十 flO

40 

30 

鴫

IO 

¥ 
＼ 

＼ 
＼ 

＼ 

¥ 
~－ーー』ー』

ーー~c

凶 JO分 ’叫岡 三時間

前日胃j先様セル家兎ノ両ii液ヲ採取セ！l-後，試験食ヲti:入シ，直チ＝燐酸 Ergotoxinヲ家兎胞

重毎・.lit0.5mg耳静脈内＝注射シ．試験食注入後30分間， 1時間， 2時間＝採取シア検セリ。

賓験成績

成績第14表，第12岡＝示セ1レ如シ。

量＝就テ翻yレェ， 30分間＝於テハ白；ifヨリ柏々 著シク作］｝itシ． 1時間jェ於テハ30分rmヨリ減少
セルモ前ヨリ倫高値ヲ示シ.2時間＝於テハ前ヨリ梢々減少セリ n

遊資佐盟酸＝就テ翻Fレニ， 30分間ノイi直ハ前ヨリ柏々高ク， 1時間＝於テハ30分！叶ト大差ナク， 2

時間＝於テハ前ヨリ梓j々 減少セルヲ視！l--0 
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綿酸度＝於テハ30分間ノ値ハ前ヨリ粉々著シク増加シ， 1時間ノ値ハ30分間ヨリ僅カ＝減少

シ， 2時間ニ於テハ前ヨリ梢k減少シ，遊離盟酸トPl各卒行セルヲ認ム。

之等ヲ Ergotoxinヲ注射セザル揚合（第1表，第1闘）＝比較スルニ，量ニ於テハ注射ノ揚合ガ

梢k増量シ．遊離盟酸並ニ綿酸度＝於テモ注射ノ揚合ガ梢々増加セルヲ認ム。

第14表 L ＂＇－） レf トキシン寸注射ノ場合（封照）

ト｜護費高｜物I1~問 I 2~問
M 6 ー 8 8 5 
F 68.4 70.8 65.6 62.4 
G 90.4 105.2 83.2 80.4 

M 8 11 !) 6 
F 75.2 79.2 80.4 72.4 
G 95.2 101.6 103.2 90.4 

M 7 10 。 6 
］＜、 82.4 86.4 87.2 78.8 
G 110.0 116.4 118.4 98.0 

M 10 15 11 8 
F 62.0 66.4 68.4 60.4 
G 83.6 !)0.4 93.2 82.4 

M 8 11 。 7 
F 86.4 88.8 90.4 80.2 
G 106.0 110.4 116.0 106.4 

M 7.8 11.0 9.2 6.4 
F 74.8 78.3 78.4 70.8 
G !J7.0 104.8 102.8 91.5 

第四回

しエルゴ トキ シン1注射ノ場合

（淵照）

Ill'.，＇時

1開 _ .....’ー－－ーー,.,.. ...... ・、、、、
h、、G

開

:[ f日－－－－ーへ..........f 
同

M
 、、

、、
‘f ／
 ／
 ／
 ／
 

A
U
 

田

柿

30 

20 

IOI 

前 30'舟 3両聞 2・b同

ii) 透射ト Ergotoxin・注射J：場合

賓験方法

試験食注入後 Ergotnxiriヲ注射スルヤ直チェ4.5mヲ以テ胃部左右ヨリ 10分間遜射シ，試験，

食注入後30分間， 1時間， 2時間＝採、取シテ検セリ。

費験成績

成績第15表，第131凋＝示セFレガ如シ。

第15表11透射トLヱルプ トキシン1詮射ノ；場合

トl詞冨！野山~;i 2~f1[] 
M 7 11 6 5 
F 80.4 68.4 79.2 62.4 
G 115.2 !Jl.2 • 102.4 80.4 

M 6 。 8 5 
F 72.4 68.8 72.0 65.2 
G 95.2 82.4 92.8 78.4 

M 8 12 6 6 
F 68.8 60.4 67.6 53.2 
G 90.4 82.4 88.4 72.4 

M 5 8 8 5 
F 7tl.2 72.4 78.4 68.8 
G 103.2 93.2 98.8 90.8 

M 6 10 7 5 
F 76.4 69.6 74.4 67.2 
G 102.4 92.8 98.4 90.4 ． 
M 6.4 10.0 7.0 5.2 
F 75.4 67.9 74.3 63.3 
G 101.2 88.4 96.1 82.4 

第 13 閲

主産J年fトL"'-Fレプトキシン’

注射ノ；場合

t’［， '"' 

1冊 、、、、、、．、 r 、
＼／－ ＼ 、，
v〆 、＼

、、、6
同

佃

70f 115 －........」~；，、
ら0

国 fjJO ，・、
一’、＿，’ 、、、， 、

／ ＼ ， ．、，、、
40 

ヨ3 、
、前

抽

'" 
前 加分 、時間 勾砂岡
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量＝就テ観Fレニ， 30分間ニ於テハ前ヨリ可成ニ増量シ， 1時間ニ於テハ30分間ヨリ柏々著シ

ク減少シ， 2時間＝於テ（前ヨリ更旦減少セルヲ翻lk0

遊離盤酸ニ於テハ30分間ノイi炉、前ヨリ桁h低ク， 1時間ノ値ハ榊加シテ前ト大差ナク， 2時間
＝於テハ30分間ヨリ更ニ初々減少セルヲ翻ll-。

線酸度ニ於テハ遊離鷹酸ト略平行シテ柄減セルヲ観JI.-。

之等ヲ針Jmト比較シテ観Fレニ》量ニ於テハ大差ヲ認、メ難ク，遊離盤酸ニアリテハ透射ノ揚合
ハ劃・j照ヨリ梢々、減少ノ傾向ヲ示シ．綿酸度ニアリテモ立す！日｛ニ比シテ減少セルヲ観ル。印チ胃酸

分泌ハ Ergotoxin翠樹注射ノ際ハ柏々増加セルモ，之ニ超短波ヲ併用スレパ押j々 抑制サレ，而

モ此ノ成紅ド、IE常家兎ノ無鹿置ノ揚合＝近似セ l~－ ヲ観ル。

6）小括

超佐波胃部透射ガ自律神経切断及ピ自律前［1粧毒注射ニヨリ胃液分泌ニ如何ナル影響ヲ及ボス

カヲ検シタリ。

先ズ迷走利1粧切噺家兎エ就テ翻ルニ．雨i液ノ酸度ハIE常家兎ノ夫レエ比シテ甚ダシク低値ヲ

示セリ。之迷走神経機能低下ガ胃酸分泌ノi成弱スル事ヲ意味スルニ外ナラズ。而シテ同時ニ超

短波ヲ透射セル揚合ハ量＝於テハ針！！託＝比シテ共ノ；増減＝大差ナク，遊離盤酸度ニ於テハ透射

セル揚合ト針！！＼~ トハ｜略同様ナル増減ヲ認メ．組酸度＝於テモ略遊離盟酸度ト卒行シ，針照ト同

様ナル増減ヲ示セルヲ観ル。印チ超煩波透射ハ迷走神経切断家兎 J胃酸分協ニ大ナJI.-影響ヲ及

ボサズ。

内臓耐11粧切断家兎ニ於テハ，前j夜ノ酸度ハ正常家兎ノ夫レエ比シテ甚グシク高値ヲ示ス，之

内臓利1経機能低下ハ胃酸分脳ノ充進スル事ヲ意味スル号ノナリ。

而シテ量＝於テハ，超短波透射ト針照ノ揚合ヲ比較シテ大差ナキモ，遊離堕酸ニ於テハ．超

短波透射ノ場合ハ針j照ニ比シテ甚ダシク減少セルヲ認メ，棉酸度＝於テモ轡酸ト略同様ナル増

減ヲ示シテ減少セルヲ観Yレ。 gpチ内臓紳粧切断家兎ニ於テハ，超短波透射ハ疋常家兎＝於ケFレ

ガ如ク胃酸分泌ヲ著明ヰ抑制jスルヲ知ル。

モ欠＝種々ナル自律神経毒ヲ注射・シ，之＝超短波透射ヲ併用シテ胃液分泌ノ欣態ヲ検シタルニ．

先ヅ Pilocarpin ト超短波ヲ同時＝使用シタル揚合ノ量ニ就テ観ルニ， Pilocarpin 車調 ~m ヒタ

JI.-揚合ト同様＝著シク増量シタリ。

遊離l?i£酸＝就テ観11.-=, Pilocarpin ノミ注射シタル封m~ ノ場合ハ著シク増加lセルェ反シ，之
＝超短波ヲ併用セル際ハi~i, ロ初々減少ノ傾向ヲ示セリ。

線酸度＝就テハ遊離盤酸トIii各同様ナル闘係ヲ示シテ増減セルヲ観ル；

帥チ胃酸分泌ニ針シテハ超短波ハ Pilo:arpin ノ作用ヲ低下セルヲ認メタワ。

そ欠＝Atropin ト超短波ヲ同時ニ併用シグル揚合，先ヅ景＝就テ翻！L--= , Atropin皐調注射ノ

揚合＝比シテ幾分増加セリト視ラル、モ大差ヲ認メ難シ。遊離騨酸＝就テ観Yレ＝， Atropin翠

調注射ノ場合モ減少セシモ，超短波併用ノ際ハ更ニ強ク減少セルヲ視ル。綿酸度＝就テモ遊離
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臨酸ト同服＂°， A lropin lミノ揚合モ減少スレド，超短波ヲ同時三併用セル揚合ハー居強ク減

少シタリ。即チ超妓波ハ Atropin ノ作用ヲ増強セリト認メラyレ。

父 Ergotoxin注射 FJ場合 Y量ニ就テ翻yレニ初々増量ノ傾向ヲ示シ．

合ト比較シテモ大差ヲ認メ難シ。

之エ超短波ヲ透射セル場

遊離盟酸ニ就テ翻ルニ． Ergotoxin車潤注射ノJ場合ハ梓＇jk増加ノf頃向ヲ示セルモ，之ニ超短

波ヲ同時＝透射セル揚合ハ卒ロ材j舟減少ノ傾向ヲ示セリ。綿酸度ニ於テモ遊離盟酸民同様ニ

Ergotoxin ノミノ揚合＝ハ初々 士！？加ノf頃向アノレェ反シ，超短波ヲ併用セル揚合ハ'tijf.ロ梢々抑制

ノ傾向ヲ認メタリ。而シテ遊離瞳酸及ピ締酸度＝於テ，

ハ無庭置ノ場合ニ近似セルヲ観ル。

Ergo toxin注射並＝超短波透射ノ；揚合

c 正常家兎J間脳部＝短時間透射セル場合
余ハ長=onJJ）！［語部活射ーニ於テモ腹部透射ト同様ニ小腸及ピ胃運動ヲ抑制ス JI.-事ヲ報告シ，然モ

之ハ特＝間脳ノ迷走利l経中値＝作HJシテソノ緊張ヲ低下セル矯ナラント述ベタリ。然ラパ間脳

部透射コヨリ胃液分泌ニ於テハ如何ナル影響ヲ蒙JI.-モ Jナリヤ。

費 験 方 法

家兎ヲ背位＝戸l定シ，高if液ヲ採取シテ試験食ヲ注入シ．直チニ間/J衛部ヲ左右ヨリ 4.5mヲ以

テ10分間透射シ，試験食注入後30分間， 1時間， 2時間再採取シテ検セワ。家兎ノ前島置及ピ電

極板，皮膚電極板間距離等ハ胃部透射ノ；揚合ト同様＝ナセリ。針照ハ A.：：：.於ケル掛照（吋ヲ探

レリ。

費 験 成績

成績第16表，第14闘＝示ス如シn 印チ先ヅ量＝就テ翻Ji.;>=-' 30分間ニ於テハ柏々普シク増量

シ， 1時間＝於テハ30分間ヨリ符j々 減少セルモ命前液ヨリ高ク.2時間＝於テハ更＝減少シテ前

第16表 問胸部透射ノ；場合 第 14 問

問勝部透射ノ場合
2時間五＼｜護財冷静 Ilit；間｜

M 8 16 10 8 
:F 66.0 37.6 88.4 29.6 
G 130.0 80.4 88.0 70.4 

M 18 20 18 10 
F ()8.0 61.6 58.4 52；怠
G 138.8 87.6 80.8 78.8 

M () 12 10 7 
F 78.8 40.8 42.4 88.8 
G 112.4 72.4 '78.8 70.0 

M 7 11 10 6 
F 88'4 42.8 52.8 46.4 
G 125.2 82.4 ()2.8 86.4 

M 6 15 10 6 
F 82.4 46.8 42.4 40.8 
G 128.0 80.8 78.8 78.0 

包喝守岡1時間30仏帥14.8 11.6 6.4 
F 82.7 45.9 46.8 41.6 

均 IG 126.8 80.7 83.8 76.7 
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液ヨリ低値ヲ示セリ。

遊離盟酸＝就テ翻ルニ， 30分間ニ於テハf.111液ヨリ殆ンド半減シ， 1時間＝於テハ30分間ヨリ

粉々増加セルモ大差ナク， 2時間jニ於テハ30分間ヨリ更ニ柏々減少セリ。

総酸度＝於テハ遊離盟酸＝－!II持卒行シテ靖減シ， 30分間， 1時間， 2時間共， t11i.ニ比シテ著シク

減少セルヲ翻yレ。之ヲ封UHニ比較スが＝，量ニ於テハ問脳部透射ノ揚合ハ柏k増量ノ傾向ヲ示

シ，遊離臨酸並ニ線酸度ニ於テハ30分間， 1時間， 2時間共著シク針JM＝－比シ減少セルヲ観ノレ。

IV 総括並＝考按

超短波透射ニヨ IL--家兎 f胃液分泌＝及ボス影響並ニ胃液分泌ニ立すス／l.-超短波ト自律神経系ト

ノ閥係＝就テノ賞験成績ヲ線開セン＝，先ヅ各波長ヲ10分間胃部＝透射セル揚合ハ量＝於テハ

透射セザル1！~底置並ニ？血熱ヲ腹壁＝埴用セル針）！（＂（ ＝－上ヒシテ著シク士f雪景ノ傾向ヲ認、メタリ n 無底

置ノ；場合トl庇壁ニ温熱ヲ趨月jセル揚合トヲ比較スレパ後者ノ；揚合ガ材j々 増量セ 1レヲ認メタリ。

各波長＝ヨリラギ量 ノ精減ハ認、メ難シ。

遊離臨酸＝就テ碗レパ，腹壁温熱油HJノ揚合ハ無底世ノ揚合ニ比シテ干11々 減少セルヲ税、レド

モ，之，ヲ透身，fノ；揚合工比較スレバ， ソノ減少度ニ於テ進ニ及バザ、ルヲ観1レ。

綿酸度エ就テ観レパ，遊離盟酸トDI普同松ナル開係＝シテ， IWチ透射ノ；場合ハ腹壁温熱油ー用並

＝無慮置ノ揚合＝比シテ著シク減少セルヲ認メ．腹壁溜熱趨用ノ揚合ハ無底置ノ揚合エ比シテ

梢々減少セJレヲ観yレ。

以上ノ賓験＝ヨリ遊離｜瞳酸並＝棉酸度＝於テハ超短波透射ニヨリテ著明ナル減少ヲ認、メ，各

波長＝ヨリテ之ヲ観yレ＝波長ノ短キ程減少度梢々5.!l'tキガ如シ。

而シテj阪壁温熱油月1ノ揚合ハ無底置ノ揚合＝比シテ胃酸分協ハ梢々減弱スルヲ認メタリ。

局所＝－i間熱ヲカ日へ，之ガ胃液分協＝及ボス影響ニ闘スル諸家ノ；業績ヲ観yレニ，共レ等ノ成績

ハ必ズシモ一致スルニ到ラザルモ，余ノ賀験成松ハ Zdamowicz，加藤， Mulleru. Bogenrlorたr

及ピ丹羽氏等ノ ；~n ク，温熱適用ニヨリテ胃液 .:rt ニハ著明ナル務化ヲ認メザリシモ，遊離盤酸及

ピ綿酸度ハ減少セルヲ認メタリ。

郎チ超短波阿部透射ハ胃酸分泌ヲ著シク抑制lスレドモ，翠ナル溜熱適用ニヨリテモ或IL--程度，

胃酸分泌ヲ抑制セルヲ以テ．超短波ノ胃酸分泌抑制ニハ，共ノ一部＝熱作用モ参輿セリト思J惟

ーサル。

余ハ盈ニ超短波ノ小II.易及ビ円運動ニ及ボス影響＝就テノ貫験＝於テ，超短波腹部建射ハ小腸

及ピ胃運動ヲ抑制シ，而モ此ノ抑！Iii！ハ超短波透射ニヨル迷走利l粧緊張低下乃五ハ麻痔ニ F.11｝レ如

キ成績ヲ報告シタリ。サレパ前述ノ質験結県＝於ケル胃酸分脳抑制作J十jハ超短波ニヨ Jl.-迷走前11・

経ノ跡痔乃至緊張低下 J~ナラント推定シ．之ヲ確メル可ク自律市［1経系トノ闘係ヲ検索セリ。

先ヅ迷走市［1粧切断家兎＝於テ， IE常家兎＝於ケyレト全ク同様ナル貫験方法ヲ以テ，透射セル揚

合ト針！！究タル非透射ノ揚合ノ胃液分泌献態ヲ比較翻祭セルニ． 茸，遊離堕酸及ビ綿酸度＝於テ



462 日本外科賓爾第 17~第 2 鋭

両者時ンド相似タ ll--増減ア示タシリ。 Qpチ迷走神経切断家兎＝於テハ超短波ハ胃液分泌＝大ナ

ル影響ヲ及ボサザルヲ知リ得タリ。

モた＝同様ニ内臓和11粧切断家兎＝於テ行ヘル貫験＝於テハ，透射セル揚合ノ：量ハ針照タル非透

射ノ共レト大差．ヲ認メ難キモ，酸度＝於テハ透射セル揚合ガ遺カニ減少セルヲ認メタリ。 gpチ

内臓ifi111粧切断家兎＝於テハ正常家兎＝於ケFレト同様＝，超短波透射ニ巾リ月酸分泌ヲ著シク抑－

ilJIJスルヲ認、メタリ。

自律神経毒注射＝ヨ ll--検索＝於テハ，先ヅ超鯨波透射ト盟酸 Pi!ocarpin注射ヲ同時＝行ヘル

揚合ト Pilocarpi口注射 fミノ揚合トヲ比較観察シタ yレニ，量ニ於テハ雨者＝大差ヲ認メ難キ

モ，遊離瞳酸並＝綿酸度＝於テハ古~l者ハ後者ニ比シテ著シク減少セルヲ認メタリ。

Piloc.upin 注身十、；：：及ピ酸度ヲ著明＝滑加セシムルモノニシテ，綾上ノ成績ハ帥チ超短波ハ

Pilocarpin ノ作用ヲ減弱セシムルモ Fト訂ヒ得ベシ。

更＝硫酸 Atropin注射ト超短波透射ヲ同時ニ行ヘル場合ト Atropin注射 YミノJ場合ヲ比佼シ

タル＝．貴ニ於テハ岡高二ニ大差ヲ認、メ難ケレドモ，遊離臨酸並＝綿酸度ニ於テハ，新i者ハ後者

ノ減少ヨリ更＝減少セルヲ認メタリ。自flチ Atropin注射ー＝ヨリテ量ハ初々減少シ，酸度ハ著明

＝低下セルモ，之ニ超短波透身tヲf芹HJスレパ史＝共1程！亙ヲ増強セシムルヲ認メタリ。 gpチ超

短波ノ、 Atr(

叉lE常’家兎＝燐酸 Ergotoxi『1ヲ注身tシタル＝’？査及ピ胃酸度P、』1'I々 持守加セルヲ認メ夕リ。之

＝｝也短波透身』iヲ同時＝行ヒ夕yレ揚合P、. Ergotoxin 注射ノミノ揚合ヨリ荒及ピ胃酸度ハ柏・々減

少セルヲ認、メタリ。而シテ Ergotoxin注射並＝超短波透射ノ揚合ハ無鹿置ノ揚合ニ近似セル結

果トナリタルヲ槻ル。

従来ナサレタル迷走雨111経切断並ニ内臓11i1l1粧切断＝ヨル問問責分泌ニ及ボス影響ニ就テノ報告ヲ

槻ルニ，佐I払赤木，瀬尾， JLJ名氏等ハ余 F賞験成績ト同様ニ．迷走栴11鰹切断ハ円酸分泌ヲ著

シク低下セシム yレヲ認メ．内臓前111鰹切断ハ胃酸分協ヲ著シク克進セシムルヲ認メタリ。

gpチ迷走利I経機能低下ハ胃殿分泌ヲ著シク低減セシムルモノト認メ得ベシ。

叉自律示11曜＃注射＝ヨル検索＝於テモ， Pilocarpinハ一般＝余 J貫験結果＝於ケルガ如ク，

栗原，続問，岡崎，清水，山名氏等モ胃酸分溜ノ充進ヲ報告シ．逝.＝.Atropinニ司リテハ密回，

岡崎， ~IJ本，清水，杭fH，山名，、 Bogendδrfer 氏等ト同様ニ余ノ寛験成績＝於テモ胃液量並エ

酸分泌ヲ著シク減弱セシメタリ。

え迷走栴11粧切断家兎ノ円台11ニ超短波ヲ透射スレパ，円液量並ニ酸！主＝大ナJl.-；影響ナク，又内

蜘耐11粧切断家兎＝活必fスレパ， iE常家兎＝於ケルガ如ク＇ ¥rJ酸分泌ヲ著シク抑1fil］シ， Pilo白rpiri

注射ト同時ニ超短波ヲ＼＇J普fl－＝透射スレパ，胃酸分泌ヲ抑制シ， Pilocarpin ノ作用ヲ著シク低下

セシメタリ。叉 Atropin注射ト同時＝超短波ヲ透射スレパ Atropinノ酸分泌抑制作用ヲ増強セ

シメタリ。
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之z依ツテ考フレパ超短波同部透射ハ迷走神経ノ緊張低下乃王ハ臨時ヲ悲起セシムルモノト

思考セラル。

Ergotoxin 注射＝依ツテ円液分泌ハ柏々克進セルモ，之＝超短波ヲ併用シテ｜略無底世家兎ニ

於ケルガ如キ成績ヲ得タルハ，印チ超慨波透射ニヨリテ迷走市I唯緊張低下ヲ来セJI..-際 Ergotoxin

ニヨリテ交感示rjr粧ノ緊5尉底下ヲ主化シ，閑紳粧ノnn.：王子術AA態ヲ開来セル結県ナリト解セラル。
之等ノ成績ハIWチiヲ，勝運動＝於ケJI..-賞験成績ト相一致スルヲ観ル。

設＝余ハ間！胸部活射ト胃腸運動トノ閥係ヲ検索セシガ，今余ハ間IJ飴透射 fr1的ヲ.tJ、テ頭部ヲ

左右ヨリ透射シタルニ．胞部透身tト同様＝r1液中：ハm々 榊大シ. )'J酸皮ハ著シク減弱セ／レヲ必
メタリ。

之ヲ以テ超短波ハ直チニ間脳ノミ＝作用セリトハ断言シ雑キモ，前jιノ超短波ト白律前，，経系
トノ闘係＝就テノ検索成績ヨリ推定セパ，恐ラク超短波ハl百i脳ノヰ.＇f＝迷走前，，粧r[r植ニ作用シテ

共ノ緊張ヲ低下乃至麻坪セシメタルモノナラン。

Ostertag氏(1932）ガ延髄透射ニヨリテ，迷走頑，，粧按ノ下3分ノ1ノ部＝於ケル細胞群＝障磁ヲ

認メタリト＇ill告セルハ，義ニモ述ベタ yレガ如ク．余ノ賞験結果ト一脈ノ閥聯ヲイ了スルガ主Tlシ。

又 Grothu. Jegorow氏等ガ「j酸過多ヲ｛lヘル符及ピト二指腸潰湯患者ノ頭部ニ透射シテ，

胃痛ヲ消退シ，胃酸度ヲ減少シ. I暖気， PwJ場！ltヲ消＇）；セシメタリト報告セルハ．余ノ寅験結果ヨ

リ推シテ，迷走神経緊張低下ヲ悲起セシメタル最高山ナラント思惟セラル。

V結論

余ハ家兎ヲ使)Iiシ．超短波（波長4.5m, 6.5 m, 8 m）ヲ以テ胃部或ハff.[J)J衛部ニ短時間透射シテ

之ガ胃液分泌＝及ボス影響ヲ検索シ．進ンデ之ガ自律神経系ト如何ナパ闘係ニアリヤヲ究明シ

テ次ノ如キ結果ヲ得タリ。

1) E常家兎＝アリテハ胃部短時間活射ニヨリ，各波長共，胃液量ハ符j々 増加ノ｛頃向ヲ示シ．

酸分泌ハ著明＝抑制セラレ，且波長ノ短キ程共ノ抑制度手ti々 強キガ如シ。

2）ーl挺控温熱適用ニヨリテ l'J隈分泌ハ超短波透射ノ場合ヨリ透＝劣ノレモ料！支ニ之ヲ抑制セ

リ。

3) 迷走~rjr経切断家兎＝於テハ超続j皮腎部透射ハ円酸分泌＝大ナル影響ヲ認メズ。

4) 内臓ゆ，，粧切断家兎ニ於テハ超奴波胃部透射ハ正常家兎ニ於ケルガ如ク，胃酸分秘ヲ著明

＝抑制セリ。

5) 超短波ハ Pilocarpin ノ胃酸分悩充進作用ヲ低下セシメタリ。

6) 超短波ハ Atropin ノ胃酸分泌抑制作用ヲ増強セシメタリ。

7) 超短波遜射ト Ergotoxin・注射＝ヨリ悶酸分泌ノAA態ハ目的巨常ト近似セリ。

8) 問IJ防部遜射ニヨリテ胃酸分泌ハ著シク抑制サレタリ。・

9) 超短波遜射＝ヨ yレ胃酸分泌抑制lハ迷走神経緊張低下乃至肺痔＝起因ス Fレモノト思惟ス。


